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本日のゴール

• アプリケーションが動いてこそのkubernetes運用

• kubernetesの運用はどこに注目すればよいのか

• OSSをどのように活用できるか
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本日のAgenda

1. New Relicの簡単なご紹介

2. kubernetesのオブザーバビリティ（可観測性）

3. アプリケーション中心のオブザーバビリティへ

4. まとめ



New Relic の
簡単なご紹介
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More Perfect 
Software

“ソフトウェアをより完璧なものに”

私たちの存在意義
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オブザーバビリティ（可観測性）とは？

問題

モニタリング
何かが間違ってるときに通知
When?What?

オブザーバビリティ
根本原因まで特定可能
Why?How?

根本原因

根本原因

根本原因

症状
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オブザーバビリティプラットフォーム

Front-End Back-End Analysis
Perfect 

Software

顧客体験の改善

より良いソフトウェアの開発と実行

複雑かつ大規模システムの管理

ブラウザ体験モニタリング
ユーザー目線でページロードやエラーを把握

モバイル環境をモニタリング
iOSとAndroidアプリに対応

外形モニタリング
世界複数拠点からの外形監視

アプリケーション性能モニタリング
8言語と70を超えるフレームワークに対応

あらゆるインフラ環境をモニタリング
パブリッククラウドとオンプレミス

LOGS
ログ収集と高速検索
MELT を高速収集し検索可能に

ダッシュボード開発/チャートビルダーで

分析を超高速化し、あらゆるテレメトリデ
ータの可視化を実現

NRDB
世界最速のデータ収集と検索



kuberenetesの

オブザーバビリティ
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kubernetesクラスター運用の課題

運用ツールの
設計・運用

計測する指標の
選定

動的に変化する
クラスターへの
追随

アプリも対象
とした運用

10
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kubernetesクラスター運用の課題の解決

運用ツールの
設計・運用

計測する指標の
選定

動的に変化する
クラスターへの
追随

アプリも対象
とした運用

11

オブザーバビリティ
プラットフォーム
の活用

MELTに従った
指標

kubernetes
オブジェクトに
関連づけた計測

アプリ中心の
計測も採用
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オブザーバビリティプラットフォーム

テレメトリーデータの取得・送信

データの保持、可視化、アラートなどを兼ね備えたプラットフォーム
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オブザーバビリティプラットフォームに求められる特性

多くの人が使える 運用コストが低い

• トレーニングコストが低い

• アクセスしやすい

• 運用に特別なスキルが必要ない

• コストの予測が立てやすい

オブザーバビリティの民主化
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どのように解決するか

広く使われているツール SaaSの利用

例えば、CNCF Graduated Projects

(kubernetesもこれ)

運用ツール自体の運用はSaaSまかせ

コストの予測可能性はSaaS次第

この2つを組み合わせよう

https://www.cncf.io/projects/

https://www.cncf.io/projects/
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New Relicによるkubernetesのオブザーバビリティ獲得

kube-state-metrics +
forwarder

event 
forwarder

fluentbit +
newrelic plugin
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オブザーバビリティの四本柱MELT

Metrics Events Logs Traces

定期的に集約した測定
値の集合

タイムスタンプつきの
アクションの記録

タイムスタンプつきの
テキストメッセージ

アプリケーションの
処理の連鎖

多すぎるイベントを
属性ごとに集約して数値化

より汎用的に使えるように
簡素化

https://blog.newrelic.co.jp/story/metrics-events-logs-and-traces/

https://blog.newrelic.co.jp/story/metrics-events-logs-and-traces/
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New RelicによるMetricsのexport

kube-state-
metrics

newrelic-
infra

newrelic-
infra

newrelic-
infra

deployment

daemonset

node

host
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kube-state-metricsを使ったMetricsの収集

• deploymentやdaemonsetで配置されるPodは必要に応じて生成・消滅する
• Pod単体としての値以上に、deploymentとしての値が必要

• requests, limitsが制限されている場合、それとの比も重要

• kube-state-metricsを利用
• https://github.com/kubernetes/kube-state-metrics

https://github.com/kubernetes/kube-state-metrics
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New RelicによるMetricsの可視化
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Events

api server

newrelic-
event

control plane

node

さまざまな
イベント

Nodeが
利用不可

Imageが
見つからない
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Eventsの可視化
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Eventsの集計
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kubernetesのLog

pod

node

host (OS)

コンテナから出力されるログ
➔次ページで説明
fluntbit+New Relic output pluginで転送

コンテナ以外のプロセスから
出力されるログ
➔ hostのinfra-agentを経由したり、
クラウドサービスを経由したりする

参考)
https://github.com/newrelic/newrelic-fluent-bit-
output
https://github.com/newrelic/newrelic-fluentd-
output

https://github.com/newrelic/newrelic-fluent-bit-output
https://github.com/newrelic/newrelic-fluentd-output
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New RelicへのPodのLog転送

newrelic-
logging

newrelic-
logging

newrelic-
logging

daemonset

node

host

/var/log/containrs/*.log 

pod
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Logsの可視化
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helm chartとして提供

• ここまで紹介した機能はすべてkubernetes自身の上で展開できる

• コンテナイメージ+展開用のオブジェクト定義(YAML)を提供

• より自動化・管理しやすいようhelm chartとして提供

• https://github.com/newrelic/helm-charts

https://github.com/newrelic/helm-charts


アプリケーション中心の
オブザーバビリティへ
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アプリケーションへ

• kubernetesはインフラ基盤

• その上で動くアプリが健全に動いてこそサービスを提供できる
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日々の作業を改善することは、
日々の作業をこなすことより

はるかに重要です

29

Gene Kim
The Phoenix Project: A Novel about IT, 

DevOps, and Helping Your Business Win



サービス復旧まで
の時間

SOURCE: 
2019 Accelerate State of 

DevOps Report

https://services.google.com/fh/files/misc/state-of-devops-2019.pdf
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アプリケーションのオブザーバビリティ

計測すべき指標の選定

APMを入れて
MELTを取得する

動的なインフラ環境と
の関連づけ

kubernetesオブジェクト
とのContextを取得する

協調して動く
アプリ同士の関連付け

アプリケーション同士の
Contextを取得する
特に分散トレーシング

31
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Contextの重要性

Browse

node1 node2 node3

どのPod/Nodeか

どのユーザーアクション
から始まっているか

アプリ間は
どのようにつながっ
ているか
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APM metadata injectionによるContextの取得

api server

control plane

node

admission
webhook

Pod作成時に
Kubernetes
関連の情報を
環境変数に付与

Pod作成
リクエスト

kubectl create 
-f deployment.yaml
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admission webhookとは

kubernetesへのAPIリクエストに介入できる拡張ポイントみたいなもの

• 説明
https://kubernetes.io/docs/reference/access-authn-authz/admission-
controllers/#mutatingadmissionwebhook

• New Relicのコード
https://github.com/newrelic/k8s-metadata-injection/

https://kubernetes.io/docs/reference/access-authn-authz/admission-controllers/
https://github.com/newrelic/k8s-metadata-injection/
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Metricsとインフラをむすびつける
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LogsのContext

• ロギングライブラリーごとにformatterなどを提供する

• New RelicのformatterはAPM AgentのAPIから必要なContextをログに付与する

• New Relicが提供していないライブラリでも自作するための仕様を公開

アプリ本体

ロギングライブラリー

APM Agent

injectionされた

metadata

formatter writer
fluentbitなど

log forwarder

Trace情報
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LogsとTrace, インフラを結びつける
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アプリケーションのつながりを見る

分散トレーシング を有効化し、
アプリのつながりを見て
ボトルネックを特定

Span : 処理の単位
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分散トレーシング計測の概要

https://blog.newrelic.co.jp/engineering/understanding-distributed-tracing/

https://blog.newrelic.co.jp/engineering/understanding-distributed-tracing/
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分散トレーシングに必要な情報伝播

伝搬すべきTrace Context情報

伝搬の方法の標準規格を作る
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すべてを分散トレーシングに参加させる

• New Relic APM Agentを入れられないアプリからもTraceをNew Relicに送信
• New Relic以外のAPMを利用したい

• IstioなどAgentを入れられないレイヤーが存在する

• OpenTelemetry以外にもZipkinフォーマットなどにも対応

https://blog.newrelic.co.jp/product-news/distributed-tracing-interoperability-new-relic-apm-w3c-trace-context/

https://blog.newrelic.co.jp/product-news/distributed-tracing-interoperability-new-relic-apm-w3c-trace-context/
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kubernetesの情報と分散トレーシングの関連付け
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（参考）headベースとtailベース

エラーなど異常なトレースこそ見たいが、headベースだとサンプリングで除外されうる
より重要なトレースを確実に計測するにはTailベースが必要
New Relic EdgeはマネージドなTailベースサンプリングの分散トレーシングを提供します
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New RelicとOSS

https://opensource.newrelic.com/

https://opensource.newrelic.com/
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どのように解決するか

広く使われているツール SaaSの利用

例えば、CNCF Graduated Projects

(kubernetesもこれ)

運用ツール自体の運用はSaaSまかせ

コストの予測可能性はSaaS次第

この2つを組み合わせよう
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マネージドで自動化された
ソリューションのおかげで、

問題を特定しMTTRを削減するために、
チームが必要とする

テレメトリーデータへのアクセスを
民主化することができます。

46

Jeremy Castile
Principal Product Marketing Manager at New Relic

https://diginomica.com/business-impact-managed-distributed-tracing

https://diginomica.com/business-impact-managed-distributed-tracing


©2008–20 New Relic, Inc. All rights reserved

まとめ

• アプリケーションが動いてこそのkubernetes運用
• アプリケーション中心のオブザーバビリティも獲得しよう

• kubernetesの運用はどこに注目すればよいのか
• オブザーバビリティプラットフォームの利用

• MELTに着目したメトリクスの取得

• OSSをどのように活用できるか
• より広く使われ、より安心して

自分のアプリの近い部分に組み込める
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ISUCON向け特別ライセンス提供します

詳しくはISUCON公式サイトから弊社の特設記事へ
http://isucon.net/archives/54638481.html#NewRelic

http://isucon.net/archives/54638481.html
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ttnaka@newrelic.com

@tanaka_733

Thank You


